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The purpose of this study is to clarify temporary changes of sensibility when the 
liquid-crystal shutter goggle was used of the sports player. Subjects were 44 college sports 
players. 
 
The subjects felt that the ball was seen easily after the shutter goggle was used, the speed 
of the ball was felt slowly, and own reaction became prompt in addition. Besides, the subjects  
felt that it was playable accurately. This sensibility had not disappeared completely ten 
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卓球：バック対オールのラリーを 3 分間，1 分の休
憩を挟んで 2 セットの計 6 分間．休憩中もゴーグル
を装着させた． 
テニス：1対 1のラリーを 10 分間 
バレーボール：1対 1のサーブレシーブを 10 分間 
 
5）アンケート項目 











・2 回目：ゴーグルを外した直後から 3 分間のプレ
ー中の感覚（以下，直後） 
 







    








       
     
      
 
 
     
       表 1 アンケート 
 
ボールの見やすさ 非常に見やすい やや見やすい かわらない やや見にくい 非常に見にくい 
ボールの速度 非常に速い やや速い かわらない ややゆっくり 非常にゆっくり 
ボールの大きさ 非常に大きい やや大きい かわらない やや小さい 非常に小さい 
ボールへの反応 非常に速い やや速い かわらない やや遅い 非常に遅い 
































1 回目アンケート  





 終了  1 分間  1 分間  
2 回目アンケート  3 回目アンケート  














































































































































































































 （受理 平成 22 年 3月 19 日） 
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